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第20期

（決算日 2017年11月30日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
さて、「ダイワ投信倶楽部マネー」は、こ

のたび、第20期の決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

ダイワ投信倶楽部マネー

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして、安定運用
を行ないます。

主要投資対象 本邦通貨表示の公社債

運 用 方 法 主として公社債への投資により、利息等収
益の確保をはかります。

株式組入制限 純資産総額の30％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の利息等収益と
売買益（評価益を含みます。）等の全額と
し、原則として、利息等収益等を中心とし
て分配金額を決定します。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわない
ことがあります。



ダイワ投信倶楽部マネー

決　　算　　期
基 準 価 額

公　社　債
組 入 比 率

純　資　産
総　　　額（分配落） 税　込　み

分　配　金
期　　　中
騰　落　率

円 円 ％ ％ 百万円
16期末（2013年12月 2 日） 10, 025 5 0. 0 77. 1 12
17期末（2014年12月 1 日） 10, 026 0 0. 0 77. 3 12
18期末（2015年11月30日） 10, 024 0 △ 0. 0 77. 9 12 
19期末（2016年11月30日） 10, 018 0 △ 0. 1 77. 9 12 
20期末（2017年11月30日） 10, 011 0 △ 0. 1 ― 12 

（注 1 ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2 ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 3 ）当ファンドは、安定した収益の確保をはかることを目的として運用を行なっており、ベンチマークおよび参考指数はありません。

最近5期の運用実績
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■基準価額・騰落率
期　首：10, 018円
期　末：10, 011円
騰落率：△0. 1％

■基準価額の主な変動要因
低金利環境が継続したことなどから、基準価額は下落しました。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用
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ダイワ投信倶楽部マネー

年　　　月　　　日
基　　　　準　　　　価　　　　額

公社債組入比率
騰　　落　　率

円 ％ ％
（期首）2016年11月30日 10, 018 ― 77. 9

12月末 10, 018 0. 0 ―
2017年 1 月末 10, 017 △ 0. 0 77. 9

2 月末 10, 016 △ 0. 0 78. 0
3 月末 10, 016 △ 0. 0 ―
4 月末 10, 015 △ 0. 0 78. 0
5 月末 10, 014 △ 0. 0 ―
6 月末 10, 014 △ 0. 0 79. 8
7 月末 10, 013 △ 0. 0 ―
8 月末 10, 013 △ 0. 0 ―
9 月末 10, 012 △ 0. 1 ―
10月末 10, 012 △ 0. 1 ―

（期末）2017年11月30日 10, 011 △ 0. 1 ―
（注）騰落率は期首比。
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■国内短期金融市況
日銀による ｢長短金利操作付き量的・質的金融緩和｣ が維持される中、国庫短期証券（ 3カ月物）
の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移しました。

流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。

投資環境について （2016. 12. 1 ～ 2017. 11. 30）

前期における「今後の運用方針」

流　用

流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等による運用を行ないました。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2016. 12. 1 ～ 2017. 11. 30）

4

8901dam_交付_.indb   4 2018/01/18   16:28:10

4



ダイワ投信倶楽部マネー
ダイワ投信倶楽部マネー ダイワ投信倶楽部マネー

流　用

当期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきまし
た。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2016年12月 1 日
～2017年11月30日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 27�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行なう方針です。そ
のため、マイナス利回りの短期の国債やコール・ローン等にも投資する場合があります。

今後も現在の低金利環境が継続した場合は、ファンド全体の損益がマイナスとなり、基準価額が下
落することが予想されます。投資家のみなさまにおかれましては、ご留意くださいますようお願い申
し上げます。

今後の運用方針
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2016. 12. 1～2017. 11. 30） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 ―円 ―％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は10, 015円です。

（投 信 会 社） （―） （―） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （―） （―） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （―） （―） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0. 003 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 0 0. 003
（注 1）�期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法によ

り算出した結果です。
（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

流　用
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ダイワ投信倶楽部マネー

■売買および取引の状況
公　 社 　債

（2016年12月 1 日から2017年11月30日まで）
買　付　額 売　付　額

国 

内
千円 千円

国債証券 170, 003 ― 
（ 180, 000） 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2 ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3 ）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　 社 　債

（2016年12月 1 日から2017年11月30日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
641 国庫短期証券  2017/1/30 10, 000 
355 2年国債 0. 1% 2017/8/15 10, 000 
645 国庫短期証券  2017/2/20 10, 000 
659 国庫短期証券  2017/4/24 10, 000 
635 国庫短期証券  2016/12/26 10, 000 
648 国庫短期証券  2017/3/6 10, 000 
651 国庫短期証券  2017/3/21 10, 000 
672 国庫短期証券  2017/6/26 10, 000 
650 国庫短期証券  2017/6/12 10, 000 
642 国庫短期証券  2017/2/6 10, 000 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2 ）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
（1）期中の利害関係人との取引状況

（2016年12月 1 日から2017年11月30日まで）
決 算 期 当 期

区　　分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 170 30 17. 6 ― ― ― 
コール・ローン 2, 167 ― ― ― ― ― 

（2）期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支
払比率

　当期中における売買委託手数料の利害関係人への支
払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1 項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。
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ダイワ投信倶楽部マネー

■投資信託財産の構成
2017年11月30日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
コール・ローン等、その他 12, 532 100. 0 
投資信託財産総額 12, 532 100. 0 

（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2017年11月30日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 12, 532, 797円

コール・ローン等 12, 532, 797  
（Ｂ）負債 183  

その他未払費用 183  
（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 12, 532, 614  

元本 12, 518, 263  
次期繰越損益金 14, 351  

（Ｄ）受益権総口数 12, 518, 263口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 011円

＊ 期首における元本額は12, 807, 853円、当期中における追加設定元本額は99, 880
円、同解約元本額は389, 470円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 011円です。

■損益の状況
当期  自 2016年12月 1 日  至 2017年11月30日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △ 7, 530円

受取利息 △ 2, 810
支払利息 △ 4, 720

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 532
売買損 △ 532

（Ｃ）信託報酬等 △ 394
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 8, 456
（Ｅ）前期繰越損益金 △ 6, 837
（Ｆ）追加信託差損益金 29, 644

（配当等相当額） （ 31, 394）
（売買損益相当額） （△ 1, 750）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 14, 351
次期繰越損益金（Ｇ） 14, 351
追加信託差損益金 29, 644

（配当等相当額） （ 31, 394）
（売買損益相当額） （△ 1, 750）
分配準備積立金 3, 026
繰越損益金 △ 18, 319

（注 1 ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2 ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3 ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 31, 394　
（ｄ）分配準備積立金 3, 026　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 34, 420　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 34, 420　
（ｈ）受益権総口数 12, 518, 263口

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象で
す。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。

■組入資産明細表
　当期末における有価証券等の組み入れはありません。
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